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新
研
修
課
題
を
設
定
し

　
　

各
エ
リ
ア
研
修
開
始

2018 年度介護報酬改定実施
（株）明昭ケアマネジャー会「2018 年度定例ケアマネ研修」始まる！

厚
生
労
働
省
は
「
団
塊
の
世
代

が
７
５
歳
以
上
と
な
る
二
〇
二

五
年
に
向
け
て
、
国
民
一
人
ひ

と
り
が
状
態
に
応
じ
た
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

平
成
三
〇
年
度
介
護
報
酬
改
定

に
よ
り
、
質
が
高
く
効
率
的
な

介
護
の
提
供
体
制
の
整
備
を
推

進
」
す
る
た
め
に
平
成
三
〇
年

度
介
護
報
酬
改
定
を
行
っ
た
。

こ
の
改
定
は
、
三
年
に
一
度
行

わ
れ
る
定
期
的
な
報
酬
改
定
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
お
い

て
は
経
営
に
直
結
す
る
も
の
だ
。

そ
の
中
で
、
各
サ
ー
ビ
ス
ご
と

に
設
定
さ
れ
て
い
る
基
本
報
酬

と
も
い
う
べ
き
《
本
体
報
酬
》

に
つ
い
て
は
若
干
の
増
加
が
あ

っ
た
も
の
の
、
前
回
の
減
額
を

上
回
る
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ

た
。
又
、
加
算
評
価
に
お
い
て

は
、
重
度
化
防
止
を
主
眼
に
お

い
た
医
療
連
携
、
機
能
訓
練
、

栄
養
管
理
な
ど
を
評
価
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
報
酬
改
定
に

お
い
て
、
同
時
に
改
定
さ
れ
た

運
営
基
準
で
は
、
「
身
体
拘
束

廃
止
未
実
施
減
算
」
と
い
う
特

定
施
設
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
は
初
の
運
営
基
準
減
算
算

定
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
そ
の
事
業
所
に
お
い

て
、
定
期
的
な
研
修
の
実
施
、

委
員
会
活
動
、
必
要
な
記
録
な

ど
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
全
員
の
介
護

報
酬
を
一
〇
％
減
算
す
る
と
い

う
も
の
。
ま
た
、
基
準
第
一
八

三
条
第
四
項
～
六
項
に
つ
い
て

も
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

具
体
的
な
身
体
的
拘
束
実
施
の

有
無
で
は
な
く
、
排
除
及
び
防

止
に
つ
い
て
の
取
組
み
を
評
価

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

当
社
運
営
施
設
に
お
い
て
、
身

体
的
拘
束
の
実
施
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ

に
近
く
、
各
現
場
の
意
識
は
大

変
高
い
。
し
か
し
、
今
後
は
そ

の
事
実
だ
け
で
は
な
く
、
な
ぜ

身
体
的
拘
束
を
行
わ
な
く
と
も

安
全
確
保
が
可
能
な
の
か
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
向
上
を
図
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

●
平
成
三
〇
年
度
定
例
研
修

計
画
の
傾
向

昨
年
度
ま
で
の
研
修
に
お
い
て

は
「
看
取
り
」
「
虐
待
防
止
」

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
質
向
上
」

「
事
故
防
止
」
が
大
き
な
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
テ
ー

マ
の
主
眼
と
な
っ
て
い
る
の
は

尊
厳
保
持
、
権
利
擁
護
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
で
あ
っ
た
。

こ
の
、
昨
年
度
に
お
い
て
主
眼

と
し
て
い
た
思
考
を
今
年
度
も

継
承
し
、
新
し
い
切
り
口
で
各

エ
リ
ア
毎
に
テ
ー
マ
を
設
定
し

た
。
（
下
記
エ
リ
ア
別
計
画
表

参
照
）
平
成
三
〇
年
度
研
修
計

画
の
中
で
、
特
に
重
度
化
防
止

の
た
め
の
医
療
連
携
や
事
故
防

止
に
お
け
る
リ
ス
ク
管
理
の
視

点
、
そ
し
て
、
減
算
要
件
と
な

る
身
体
拘
束
廃
止
未
実
施
減
算

に
お
い
て
必
須
と
な
っ
て
い
る

「
身
体
的
拘
束
の
適
正
化
の
た

め
の
指
針
」
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
の
学
習
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
明
昭
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
で
は
、
施
設
以
外

の
利
用
者
様
に
対
し
て
の
サ
ー

ビ
ス
の
質
向
上
と
各
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
資
質
向
上
、
制
度
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に

介
護
保
険
法
、
に
留
ま
ら
ず
、

障
害
者
総
合
支
援
法
、
生
活
保

護
法
な
ど
も
学
習
す
る
。

足
立
エ
リ
ア

埼
玉
エ
リ
ア

江
戸
川
エ
リ
ア

居
宅
支
援
事
業
所

平成３０年度　定例ケアマネジャー研修　エリア別テーマ

第１クール 第２クール 第３クール

「身体的拘束の適正化に
関する指針」について
理解を深める

事故防止
（転倒・誤薬・誤嚥・

ＣＶ等の自抜リスクについて）

事例検討
（意思表示のできない認知症の方

へのニーズの取り方・食事摂取量

が低下されている方の対応）

高齢者に多い疾病や
医療連携について

入居者が快適な日常生活を
営むために

ケアマネジャーとしての
スキル向上に向けて

特定施設における
介護保険制度
（家族への説明やその対応）

適正なケアの発信
共通なケアをするため

身体拘束など
困難事例の検討

法改正について 障害者総合支援法について 生活保護法について

●
第
一
ク
ー
ル

四
月
〜
七
月
で
七
月
は
研
修
成

果
発
表
と
全
体
研
修
会
を
実
施

●
第
二
ク
ー
ル

八
月
〜
十
一
月
で
八
月
は
苑
田

会
竹
の
塚
脳
神
経
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
院
理
学
療
法
士
（

末
永
主
任
）
に
よ
る
装
具
に
関

す
る
勉
強
会
を
実
施
、
十
一
月

は
研
修
成
果
発
表
と
全
体
研
修

会
を
実
施

●
第
三
ク
ー
ル

十
二
月
〜
三
月
で
三
月
は
研
修

成
果
発
表
会
と
全
体
研
修
、
平

成
三
十
一
年
度
研
修
計
画
発
表

今
年
度
は
既
に
第
一
ク
ー
ル
の

六
月
度
研
修
ま
で
終
了
し
て
お

り
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
則
っ

て
取
組
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で

も
、
「
身
体
拘
束
廃
止
未
実
施

減
算
」
の
算
定
要
件
に
つ
い
て

の
細
部
に
至
る
確
認
や
、
「
身

体
的
拘
束
の
適
正
化
に
関
す
る

指
針
」
の
内
容
に
つ
い
て
の
学

習
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
ケ
ア
プ
ラ

ン
へ
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
必
要

と
す
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
際

の
記
録
様
式
や
記
録
の
方
法
な

ど
の
確
認
や
検
討
を
行
っ
た
。

第１クール研修報告より

報
酬
改
正
以
外
の
検
討
も
必
要
に

●
足
立
エ
リ
ア

「
身
体
的
拘
束
の
適
正
化
に
関
す
る
指
針
」
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
そ
の

内
容
に
お
い
て
、
身
体
拘
束
廃
止
未
実
施
減
算
の
算
定
要
件
に
つ
い
て

掘
り
下
げ
て
確
認
を
行
っ
た
。
。
そ
の
際
に
参
加
Ｃ
Ｍ
よ
り
、
「
記
録
に

つ
い
て
、
決
め
ら
れ
た
記
録
様
式
が
あ
る
の
か
？
と
い
っ
た
質
問
が
出

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
ま
と
め
と
し
て
、
身
体
的
拘
束
は
全
て
の
ケ
ー
ス

が
虐
待
に
該
当
し
、
介
護
を
受
け
て
い
る
人
の
尊
厳
や
権
利
を
阻
む
も

の
で
あ
り
、
ま
た
、
職
員
に
対
し
て
身
体
的
拘
束
の
弊
害
に
つ
い
て
、

正
し
く
理
解
す
る
よ
う
伝
え
る
こ
と
も
Ｃ
Ｍ
の
役
割
と
し
た
。

●
江
戸
川
エ
リ
ア

高
齢
者
に
多
い
疾
病
や
医
療
連
携
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
た
。
こ
れ

は
、
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
入
居
者
様
が
重
度
化
す
る
過
程
に
お
い

て
食
事
（
摂
食
）
に
関
す
る
障
害
に
よ
り
、
経
口
摂
取
が
困
難
と
な
り

誤
嚥
性
肺
炎
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
。
こ
の
場
合
に
選
択
さ
れ
る
胃
瘻

な
ど
の
経
管
栄
養
や
中
心
静
脈
栄
養
が
選
択
さ
れ
た
場
合
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
や
、
抹
消
か
ら
の
補
液
点
滴
の
み
を
希
望
さ
れ
た
場
合
に
は

看
取
り
ケ
ア
な
ど
の
対
応
も
含
め
て
そ
の
後
の
医
療
に
つ
い
て
担
当
医

看
護
師
、
家
族
、
施
設
職
員
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
う
。
ま
た
、
報

酬
改
定
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
加
算
算
定
で
あ
る
「
退
院
・
退
所
時
連

携
加
算
の
算
定
要
件
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｍ
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
の
確
認
を
行
っ
た
。

●
埼
玉
エ
リ
ア

今
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
を
受
け
て
、
改
め
て
特
定
施
設
に
お
け
る
介

護
保
険
制
度
を
学
ん
だ
。
今
回
の
報
酬
改
定
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
」
「
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
」
「
多
様

な
人
材
の
確
保
と
生
産
性
の
向
上
」
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
」
に
つ

い
て
確
認
し
た
。

●
居
宅
支
援
事
業
所

訪
問
系
・
通
所
系
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
報
酬

改
定
内
容
の
確
認
と
、
利
用
者
負
担
の
変
更
な
ど
の
注
意
点
を
学
ん
だ
。


